
関
連
質
問

公明党 公明党 市市
いち か わい ち か わ

川川陽陽
よ う こよ う こ

子子  議員議員

公明党 公明党 本本
もと や まも と や ま

山山英英
え い こえ い こ

子子  議員議員

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問 

　

空
き
家
実
態
調
査
の
結
果
は
ど
う
か
。

答 

　

都
市
整
備
課
長　

実
態
調
査
件
数

は
８
７
３
件
で
、
そ
の
う
ち
空
き
家
で
な
い

も
の
が
１
５
６
件
、
確
認
不
可
能
な
も
の
が

36
件
、
空
き
家
を
６
８
１
件
確
認
し
ま
し
た
。

空
き
屋
の
う
ち
、
利
活
用
が
可
能
な
も
の
が

４
１
０
件
、
修
繕
が
必
要
な
要
適
正
管
理
の

も
の
が
１
８
８
件
、
周
辺
の
住
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
が
83
件
で
し
た
。

問 

　

地
域
再
生
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
に

空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設
等
を
掲
げ
て
い
る
が

市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

答 

　

市
長　

空
き
家
の
未
然
防
止
対
応

と
し
て
、
各
種
相
談
会
を
実
施
し
、
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

問 

　

避
難
道
路
整
備
事
業
の
今
年
度
の

計
画
は
ど
う
か
。

答 

　

都
市
建
設
部
長　

上
横
地
・
松
ヶ

谷
線
外
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
道
路
整
備
事
業

は
、
用
地
が
確
保
で
き
た
部
分
か
ら
、
工
事

を
発
注
し
ま
す
。
特
に
、
成
東
総
合
運
動
公

園
北
側
交
差
点
部
分
の
用
地
交
渉
を
優
先
的

に
行
い
ま
す
。
蓮
沼
ホ
・
蓮
沼
イ
線
外
防
災

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
道
路
整
備
事
業
は
、
起
点
側
、

主
要
地
方
道
飯
岡
一
宮
線
の
交
差
点
付
近
か

ら
、
北
側
へ
約
２
０
０
ｍ
に
つ
き
、
完
成
形

で
仕
上
げ
る
工
事
を
発
注
す
る
予
定
で
す
。

問 

　

災
害
ベ
ッ
ド
に
、
エ
ア
ー
マ
ッ
ト

や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
段
ボ
ー

ル
は
、
地
面
と
段
差
が
で
き
る
た
め
、
高
齢

者
で
も
寝
起
き
が
し
や
す
く
活
用
的
で
す
。

供
給
協
定
の
締
結
を
し
て
は
ど
う
か
。

答 

　

総
務
部
長　

福
祉
施
設
関
係
者
、

自
主
防
災
組
織
関
係
者
の
意
見
も
聞
き
、
導

入
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

　

授
乳
用
液
体
ミ
ル
ク
は
常
温
で
保

存
で
き
る
た
め
、
災
害
時
に
有
効
活
用
で
き

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

　

総
務
部
長　

輸
入
品
の
た
め
、
国

内
で
の
供
給
量
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
厚
生

労
働
省
令
が
改
正
さ
れ
、
購
入
が
可
能
と
な

れ
ば
、
導
入
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

　

指
揮
を
と
る
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

答 

　

市
長　

重
要
な
行
政
の
責
務
と
捉

え
、
更
な
る
防
災
環
境
の
充
実
を
図
り
、
災

害
に
強
い
市
の
創
造
に
全
庁
を
挙
げ
、
市
民

の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
使
命
を
胸

に
、
精
進
し
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て

農
業
に
つ
い
て

問 

　

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
施
策

を
、
市
長
は
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く

の
か
。

答 

　

市
長　

地
域
農
業
の
担
い
手
の
育

成
及
び
青
年
の
営
農
意
欲
の
喚
起
を
促
す
こ

と
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
図
り
、
農
業

の
生
産
性
向
上
、
経
営
規
模
の
さ
ら
な
る
拡

大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お

り
、
農
業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問 

　

耕
作
放
棄
地
活
用
の
施
策
を
ど
う

考
え
る
か
。

答 

　

経
済
環
境
部
長　

地
域
ぐ
る
み
の

農
地
の
保
全
管
理
や
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
、

再
生
利
用
可
能
な
荒
廃
農
地
の
農
地
中
間
管

理
機
構
へ
の
利
用
権
設
定
を
進
め
る
こ
と
で
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と
解
消
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

問 

　

土
地
持
ち
非
農
家
の
方
や
高
齢
化

等
の
諸
事
情
に
よ
り
、
田
の
耕
作
が
で
き
な

く
な
り
、
貸
し
た
い
、
ま
た
、
耕
作
を
任
せ

た
い
と
思
う
方
に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て
紹

介
等
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答 

　

経
済
環
境
部
長　

高
齢
化
等
の
諸

事
情
に
よ
り
農
地
を
貸
し
た
い
と
い
う
場
合

に
、
平
成
26
年
度
か
ら
、
国
に
よ
っ
て
制
度

化
さ
れ
た
農
地
中
間
管
理
事
業
は
、
地
域
農

業
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
を
図

る
た
め
、
農
地
の
中
間
的
な
受
け
皿
と
な
る

農
地
中
間
管
理
機
構
が
、
農
地
所
有
者
と
農

業
経
営
者
の
間
に
立
ち
、
農
地
の
集
団
化
、

経
営
規
模
の
拡
大
、
新
規
参
入
を
進
め
る
も

の
で
す
。
本
事
業
の
活
用
で
、
貸
し
付
け
を

希
望
す
る
農
地
、
担
い
手
の
決
ま
っ
て
い
な

い
農
地
の
有
効
活
用
が
図
ら
れ
、
農
地
の
集

約
に
よ
る
効
率
的
な
農
業
経
営
が
可
能
と
な

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

　

相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

答 

　

経
済
環
境
部
長　

市
農
林
水
産
課

と
、
県
山
武
農
業
事
務
所
内（
東
金
市
）に
設

置
し
て
い
ま
す
。

山
武
市
公
共
施
設
等

山
武
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

問 

　

推
進
体
制
の
会
議
に
、
成
功
例
の

多
い
自
治
体
職
員
の
協
力
を
求
め
て
は
ど
う
か
。

答 

　

市
長　

合
併
市
で
あ
る
本
市
の
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る
上
で
、

有
効
な
手
段
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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